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■今月の表紙
１１月１１日（日）、記念すべき２０回目のいびが

わマラソンが行われました。

（フルマラソンスタートの様子。）

■特集………………………………………２
○いびがわマラソン特集
○環境特集

■まちの話題………………………………７
■生涯学習の広場………………………１０
■議会だより……………………………１１
■図書館へ行こう………………………１２
■文化だより……………………………１３
■健康にこにこコーナー………………１３
■Information Room …………………１４
■窓口だより……………………………２３



今年で２０回目の記念大会を迎えたいびがわマラソンが、１１月１１日（日）、全国から７，５０５
名のランナーを迎え盛大に行われました。
今年の大会キーワードは、「おかげさまで２０年～感謝の気持ちをあなたに伝えたい～」
で、２０年の歴史を刻むことが出来たのも多くの皆さんの温かい気持ちのおかげであること
は間違いありません。この思いを伝えるため、今年は、前夜祭を復活し、６００名を越える
皆さんにご参加いただきました。

たかいし やま だ けいぞう やながわはる み

今年も例年のように高石ともやさんをはじめ、山田敬蔵さん、柳川春己さんをゲストに、
ありもりゆう こ にし だ

さらに、スペシャルゲストとして有森裕子さん、スペシャルサポーターとして西田ひかる
ところひで お

さん、ウォーキングゲストに所英男さんを迎え記念大会に花を添えていただきました。

金コーチのランニングミーティング １１月１０日（土）
１５：００～１７：００

ありがとう前夜祭 １１月１０日（土）
１８：３０～２０：００

第３部
明日に向かって
豪華ゲストが、全員集合♪

第２部
２０年を写真で振り返ろう！

中学生による感謝式

第１部
有森裕子さん、金哲彦コーチ
高石ともやさんトークショー

一人ひとりの心に残る大会に！

今月の特集
feature articles

スタート前の
ウォーミングアップ

スタート前の会場は
選手の皆さんでいっぱいに

ランナーが
有森さんを
囲みます♪

金コーチの指導を
受けて完走めざす

いびがわマラソン
の歌を発表！

町内在住で２０年連続出場の１３名の皆さん
心のこもった、熱い選手宣誓！

ウォーキングは１，５００名が参加！
西田ひかるさんと所英男さんも一緒

遠方からも
所さんファ
ンが集まる

新企画のキッズルームも大人気

セントジョージの皆さんを紹介
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完完走走さされれたた町町内内ラランンナナーー１１２２２２名名！！よよぉぉががんんばばりりんんささっったた
《男子フルマラソン》

氏 名 地 区

山口 尚志（上南方）
高田 清隆（黒 田）
細野 康隆（和 田）
細野 真（上ミ野）
増田 勝博（小 谷）
井口 義信（市 場）
小寺 博文（ 永）
杉本栄五郎（乙 原）
新川 勇夫（市 場）
小石三千秋（上 野）
松井 直紀（ 永）
田中 伸幸（三 輪）
福島 健之（東横山）
宮川 敏和（北 方）
川地 悟（三 輪）
北浦 理（坂内坂本）
高橋富士夫（日 坂）
澤 英和（ 永）
広瀬 法昭（外津汲）
宮脇 恭顕（北 方）
橋本 康男（三 輪）
細野 道秋（和 田）
粟野 一男（房 島）
松井 俊二（谷汲長瀬）
渡辺 正明（ 岡 ）

高橋 豊（ 永）

《女子フルマラソン》
氏 名 地 区

松井 奈穂（ 永）
高橋 寿子（日 坂）
竹中 明美（新 宮）
水上 洋子（新 宮）
河瀬 洋子（北 方）

《男子ハーフマラソン》
氏 名 地 区

所 大樹（谷汲高科）
藤岡 奨（三 輪）
山本 学（房 島）
阿蘓 弘（谷汲木曽屋）
片倉 秀治（上南方）
片倉 久一（上南方）
西田 知弘（和 田）
鈴木 浩夫（新 宮）
堀部 秀治（極楽寺）
若原 啓宏（清 水）
林 貞美（若 松）
小澤 徹（黒 田）
内藤 成勅（市 場）
高橋 治彦（小 島）
土屋 正弘（上南方）

高橋 豊和（三 輪）
小森 清（三 輪）
廣瀬 啓（外津汲）
渡邊 正直（三 輪）
中川 浩美（極楽寺）
御田村剛史（新 宮）
吉田 千尋（北 方）
渡辺 行洋（ 永）
河� 和哲（房 島）
中村 勲（下岡島）
神原 利幸（三 輪）
細野 正美（新 宮）
野原 嘉人（ 永）
坪井 繁和（ 永）
牧村 哲男（新 宮）
粟野 龍二（房 島）
田中 達夫（上ミ野）
宮脇 憲輔（和 田）
細野 芳勝（上ミ野）
山岸 真一（谷汲大洞）
仲井 幸雄（谷汲神原）
横山 陽一（谷汲徳積）
橋本 清誠（極楽寺）
山本 朋幸（谷汲岐礼）
橋本 孝市（極楽寺）
若園 敏朗（三 輪）
新川 幸一（春日美束）

馬場 好美（上 野）
中澤 英紀（三 輪）
松原 隆（小 島）
高橋 宏輝（白 樫）
小林 勝一（房 島）
小寺 慎二（白 樫）
山本 浩司（三 輪）
杉山 亮治（三 輪）
山本 素輝（谷汲岐礼）
折戸 浩治（北 方）
河瀬 康博（北 方）
細野 康彦（上ミ野）
岩間 大輔（北 方）
小寺 喜和（黒 田）
山本 幸一（谷汲岐礼）
新川 道男（春日美束）
小谷 和彦（北 方）
出村 孝（三 輪）
森 正幸（春日六合）
平田 聖司（上 野）
広瀬 武（北 方）
荻原 弘行（ 永）
大西 良和（三 輪）
竹尾 一幸（谷汲名礼）
香田 祐輔（北 方）
窪田 伝昌（和 田）
中島 勝義（市 場）

二ノ宮正次（小 島）
藤原 元（春日小宮神）
細野 堯之（上ミ野）
正村 勝吉（前 島）
河瀬九十九（北 方）
高橋 一滋（小 島）

《女子ハーフマラソン》
氏 名 地 区

高橋千代子（新 宮）
矢野万里子（三 倉）
窪田美季子（和 田）
小寺 実紀（小 島）
小椋ますみ（新 宮）
立川 喜代（上 野）
四井 重子（小 島）
高橋真理子（ 永）
河瀬 麻貴（北 方）
折戸 充子（北 方）
宗宮 由佳（房 島）
仲井 智子（上南方）
高橋 豊美（上南方）
若原 尚美（上南方）
土川由美子（上 野）

みんな、楽しんできてね
「いってらっしゃい」

１０２歳の
おばあちゃんも応援

ともやさんの癒しライブ

中学生ボランティア大活躍
心のこもった対応に、涙を流
すランナーもいました

井ノ口橋付近
まだまだ集団が続く

お茶目大賞はおてんば娘に

今月の特集
feature articles

揖斐峡大橋は、ランナー
の人気スポット！

ハイタッチは、いびがわマラ
ソンの名物♪子どももラン
ナーも楽しみにしています

完走バスタオルは大好評

フル折り返し付近
権現太鼓が鳴り響く

記念写真コーナーは大人気

地域応援団
バンドに、保育園
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おお
もも
てて
なな
しし
のの
心心

ララ
ンン
ナナ
ーー
にに
届届
きき
まま
しし
たた
！！

明
る
く
大
き
な
声
援
に
ど
ん
だ
け
疲
れ
が

吹
き
飛
ん
だ
か
・
・
・
。
今
回
初
め
て
の
参

加
で
し
た
が
、
来
年
か
ら
毎
年
参
加
し
て
皆

さ
ん
に
会
い
に
行
き
ま
す
。
フ
ル
男
子
４０
代

寒
い
中
、
一
日
中
熱
い
応
援
本
当
に
あ
り

が
と
う
。
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
パ
ワ
ー
を
た
く
さ

ん
も
ら
え
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験

が
将
来
必
ず
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
来
年

も
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ル
女
子
４０
代

町
を
上
げ
て
、
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
い
う
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
伝
統
と
歴
史
を
育

み
つ
つ
、
一
年
一
年
を
大
切
に
歩
ん
で
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

フ
ル
男
子
３０
代

沿
道
で
応
援
を
し
て
い
た
小
中
学
生
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
元
気
付
け
ら
れ
た
。
こ
ち
ら

も
で
き
る
だ
け
笑
っ
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
、
苦

し
さ
な
ん
て
忘
れ
て
い
た
。
彼
ら
か
ら
も

ら
っ
た
�
気
�
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。

フ
ル
男
子
３０
代

子
供
達
の
笑
顔
に
い
や
さ
れ
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
走
れ
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
を
く
れ
て

T
hank

you!

大
き
く
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
参
加
を
！

ハ
ー
フ
男
子
４０
代

ぬ
く
も
り
の
あ
た
た
か
い
手
の
ひ
ら
。
す

ご
い
応
援
あ
り
が
と
う
。
み
ん
な
い
い
人
だ

よ
。
仲
間
や
で
！

フ
ル
男
子
６０
代

あ
な
た
た
ち
の
熱
い
応
援
や
大
会
を
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
全
国
か
ら
揖
斐

川
町
を
訪
れ
た
人
々
に
感
動
を
与
え
、
揖
斐

川
町
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
す
る
た
く
さ
ん

の
人
々
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
は
、
日
本
一
の
大
会
で
す
。
誇
り

高
く
、
大
き
く
成
長
し
て
く
だ
さ
い
（
い
び

が
わ
マ
ラ
ソ
ン
と
共
に
）

フ
ル
男
子
４０
代

苦
し
い
と
き
の
応
援
や
給
水
し
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
た
く
さ
ん
の
人
に
感

謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
人
と
人
の
心
の
つ
な
が
り
の

温
か
さ
が
分
か
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

フ
ル
男
子
５０
代

他
に
無
い
家
庭
的
な
大
会
だ
と
思
い
ま
す
。

ハ
ー
フ
男
子
４０
代

い
び
が
わ
の
こ
ど
も
達
は
み
ん
な
温
か
い

子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
す
ね
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ま
た
来
年
も
応
援
し
て
下
さ
い
！

ハ
ー
フ
男
子
４０
代

大
き
な
大
会
に
出
る
の
は
初
め
て
で
、
１

人
で
の
参
加
だ
っ
た
の
で
不
安
と
緊
張
が
あ

り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
声
援
が
あ
っ
て
、

す
ご
く
助
け
ら
れ
ま
し
た
＆
楽
し
か
っ
た
で

す
。
来
年
も
参
加
し
ま
す
。ハ

ー
フ
女
子
３０
代

６７
才
の
老
人
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。
参
加
す
る

気
に
な
っ
た
の
は
皆
さ
ん
の
応
援
の
す
ば
ら

し
さ
を
聞
い
た
か
ら
で
す
。
今
回
参
加
し
て

み
て
聞
き
し
に
勝
る
と
正
直
実
感
し
ま
し
た
。

嬉
し
さ
の
余
り
ハ
イ
タ
ッ
チ
に
力
が
入
り
過

ぎ
痛
か
っ
た
子
が
い
た
ら
お
詫
び
し
ま
す
。

ハ
ー
フ
男
子
６０
代

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
走
っ
て
い
る
私
達
よ

り
ツ
ラ
イ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
あ

な
た
達
が
い
て
こ
そ
「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
」
で
す
！
来
年
も
ヨ
ロ
シ
ク
。

フ
ル
男
子
３０
代

み
ん
な
の
一
生
懸
命
応
援
し
て
く
れ
る
姿
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
関
わ
ら
ず
純
粋
な
気
持

ち
で
働
い
て
く
れ
て
る
姿
、
美
し
か
っ
た
で

す
。
忘
れ
て
い
た
素
直
な
気
持
ち
、
無
邪
気

な
思
い
を
思
い
出
せ
ま
し
た
。

ハ
ー
フ
女
子
２０
代

万
感
の
思
い
を
こ
め
て
、
あ
り
が
と
う
い

び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
、
そ
し
て
い
び
が
わ
の

人
々
。も
し
、い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
が
無
か
っ

た
ら
ダ
ラ
ダ
ラ
過
ご
す
日
々
だ
っ
た
ろ
う
。

冴
え
な
い
平
凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
で
も
い

び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
日
だ
け
は
、
別
人
の
よ

う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
る
。
こ
ん
な
、

素
晴
ら
し
い
場
を
作
っ
て
く
れ
た
、
い
び
が

わ
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ハ
ラ
グ
ロ
友
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
熱
意

が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
て
思
わ
ず
嬉
し
く

て
泣
き
そ
う
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
・
・
・

本
当
に
温
か
い
応
援
を
あ
り
が
と
う
�
こ
ん

な
い
い
大
会
は
や
っ
ぱ
り
い
び
が
わ
だ
け
で

す
。
今
回
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
で

す
。

ま
い

１１
月
１１
日
�
に
開
催
さ
れ
た
�
２
０
０
７
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
�
へ
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
、

お
礼
の
手
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
き
込
み
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
手
紙
よ
り

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

w
w
w
.ibigaw

a-m
arathon.jp/

今月の特集
feature articles
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やや
めめ
よよ
うう
不不
法法
投投
棄棄

〜
私
た
ち
の
ま
ち
が
こ
ん
な
に
汚
さ
れ
て
い
ま
す
〜

ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
ご
み
を
捨
て
ら
れ
た
場
所
の

周
辺
住
民
や
土
地
の
管
理
者
は
大
変

迷
惑
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
捨
て
ら

れ
た
ご
み
の
処
理
に
は
た
く
さ
ん
の

労
力
と
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
み
ん

な
の
力
を
合
わ
せ
て
不
法
投
棄
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

「
ち
ょ
っ
と
面
倒
」
が

み
ん
な
の
迷
惑
に

不
法
投
棄
は
、
引
っ
越
し
で
一
度
に
多
量

の
ご
み
が
出
た
り
、「
分
別
が
面
倒
」「
決
め

ら
れ
た
日
に
出
せ
な
か
っ
た
」「
引
き
取
り

先
を
探
す
の
が
面
倒
」「
処
分
費
用
が
も
っ

た
い
な
い
」
な
ど
、
モ
ラ
ル
を
欠
い
た
自
分

勝
手
な
理
由
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投

棄
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
や
罰
金
１
０
０
０

万
円
以
下
の
罰
則
の
あ
る
犯
罪
で
す
。
ま
た
、

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
さ
ら
に
重
い
罰

則
に
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
さ

れ
た
ご
み
は
、

捨
て
た
人
が
分

か
れ
ば
、
当
然

そ
の
人
に
処
理

し
て
も
ら
い
ま

す
が
、
土
地
の

所
有
者
や
管
理

者
も
、
定
期
的

に
除
草
し
た
り

フ
ェ
ン
ス
な
ど

で
車
が
入
れ
な

い
よ
う
に
し
た
り
し
て
、
ご
み
を
捨
て
に
く

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
頃
か
らき

れ
い
に
し
よ
う

ま
た
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
ま

ち
を
い
つ
も
き

れ
い
に
し
て
お

く
こ
と
も
大
切

で
す
。

自
分
達
で

使
っ
た
も
の

で
す
。
正
し

く
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

今月の特集
feature articles

IBIGAWA 2007 December5



◆地球温暖化防止のために家庭でできる取組み
地球温暖化が問題になっていますが、これを進めているのは、主に二酸化炭素です。人々の生活に欠かせないエ

アコン、テレビなどの電化製品や自動車を動かすエネルギーは、石油等を燃焼することによって得られていますが、
これらは生活を便利にしてくれる反面、二酸化炭素を発生させます。このエネルギーの大量消費によって大気中の
二酸化炭素濃度が上昇し、宇宙に放出するはずの熱を大気中に封じ込める温室効果が進み、地球が温暖化していま
す。
皆さんの生活の中でも、二酸化炭素の発生は抑えることができます。その結果、電気代等の支出抑制にも繋がり

ます。できることから生活に取り入れて実践してみましょう。
※次の数字は、１年間実施したときの節約目安です。

（表は、全国地球温暖化防止活動推進センターより引用）

◆１２月は大気汚染防止月間、地球温暖化防止月間です
一年間のうちで、１２月は、暖房機器の利用や年末年始の自動車交通量の増加等によって、二酸化炭素等の大気汚

染物質の濃度が高くなります。大気汚染と地球温暖化の防止のため、皆さんのご協力をよろしくお願いします。

取組み方法

カーテンを利用して太陽光の入射を
調整したり、クールビズやウォーム
ビズを取り入れることで、冷暖房機
に頼らないで過ごせる。冷暖房を始
める時期も少し待ってみる。

主電源を切りましょう。長時間使わ
ない時は、コンセントを抜きましょ
う。

ポットやジャーの保温は利用時間が
長いため、多くの電気を消費します。
ごはんは電子レンジで温め直すほう
が電力の消費は少なくなります。

見たい番組だけを選んでみる習慣を
つけましょう。

駐車や長時間停車する時は、車のエ
ンジンを切りましょう。大気汚染物
質の排出削減にも寄与します。

近くへの買い物や通勤には、バスや
自転車を利用しましょう。

身体を洗っているあいだ、お湯を流
しっぱなしにしないようにしましょ
う。

削減できるもの

二酸化炭素
排出量

３３kg

６０kg

３４kg

１４kg

３９kg

１８４kg

６９kg

経 費

１，８００円

３，４００円

１，９００円

８００円

１，９００円

９，２００円

７，１００円

二酸化炭素の排出削減に繋がる主な取組み内容

冷房の温度を１℃高く、暖
房の温度を１℃低く設定す
る

待機電力を５０％削減する

ジャーの保温を止める

テレビ番組を選び、１日１
時間テレビ利用を減らす

１日５分のアイドリングス
トップを行なう

週２日往復８ｋｍの車の運
転をやめる

シャワーを１日１分家族全
員が減らす

今月の特集
feature articles
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１０
月
３１
日
�
、
揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン

タ
ー
で
、
音
声
告
知
放
送
・
い
び
が
わ
チ
ャ

ン
ネ
ル
放
送
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
宗
宮
町
長
が
放
送
開
始
ボ
タ

ン
を
押
し
、
合
わ
せ
て
く
す
だ
ま
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
広
報
い
び
が
わ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
加
え
、
音
声
告
知
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
自
主
放
送
で
、

様
々
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
積
極
的
に
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

音
声
告
知
放
送
・
い
び
が
わ

チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
開
始

平
成
１５
年
度
か
ら
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
こ

の
ほ
ど
竣
工
し
ま
し
た
。

１０
月
３１
日
�
の
竣
工
式
で
は
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
、
施
設
の
竣
工
を
祝
い
ま
し

た
。こ

の
施
設
の
竣
工
は
、
近
年
農
山
村
に
お

け
る
生
活
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、

美
し
い
自
然
や
き
れ
い
な
環
境
を
後
世
に
引

き
継
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

清
水
地
区
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
竣
工

１１
月
１
日
�
、
揖
斐
川
町
役
場
で
滋
賀
県

米
原
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
で
は
、
お
互
い
の
市
町
で
災
害

が
発
生
し
た
と
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
的

援
助
や
物
資
な
ど
の
援
助
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
協
定
が
更
な
る
防
災
体
制
の
整
備
充

実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

米
原
市
と
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
協
定
を
締
結

９
月
３０
日
�
を
も
っ
て
人
権
擁
護
委
員
を

た
に
は
な
さ

よ

こ

ひ
が
し
つ
く
み

退
任
さ
れ
た
谿
花
早
代
子
さ
ん（
東
津
汲
）

が
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。谿

花
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
９
年

以
上
つ
と
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
間
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
感
謝
状

▲テープカットの様子

▲感謝状を受け取る谿花さん

▲くすだま開きの様子

▲固い握手を交わす平尾米原市長と宗宮町長
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揖
斐
川
町
消
防
教
練
会
が
、
１１
月
４
日
�
、

市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
消
防
団
員
の
厳
正
な
規
律
の
確

立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
隊
訓
練

の
部
と
各
個
訓
練
の
部
に
分
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
ど
の
分
団
も
日
頃
の
訓
練
成

果
を
発
揮
し
、
的
確
な
動
作
を
披
露
し
ま
し

た
。大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
総
合

優

勝

揖
斐
分
団

準
優
勝

小
島
分
団

３

位

大
和
分
団

◎
小
隊
訓
練
の
部

優

勝

小
島
分
団

準
優
勝

揖
斐
分
団

３

位

大
和
分
団

◎
各
個
訓
練
の
部

優

勝

大
和
分
団
第
３
班

準
優
勝

揖
斐
分
団
第
２
班

３

位

大
深
分
団
第
１
班

◎
団
長
賞

つ
ぼ
い
や
す
の
り

最
優
秀
指
揮
者
賞

永
分
団

坪
井
保
憲

そ
う
み
や

と
お
る

優
秀
指
揮
者
賞

大
和
分
団

宗
宮

徹

た
け
な
か
や
す
の
り

優
秀
指
揮
者
賞

大
深
分
団

竹
中
康
典

や
わ
た
ま
さ
お

優
秀
指
揮
者
賞

揖
斐
分
団

八
幡
雅
夫

消
防
教
練
会
開
催

１０
月
２８
日
�
揖
斐
川
沿
い
の
河
原
で
川
と

海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
な

ど
約
１
２
０
０
人
の
参
加
に
よ
り
、
堤
防
や

河
川
敷
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
り
、
流
れ
着
い

た
り
し
た
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
美
し
く
安
心
し
て
利
用
で

き
る
水
辺
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
ご
み
を
捨

て
な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
心
を
育
む
た
め
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
川
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。 「

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

〜
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
川
を
〜

春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り
が
、
１０
月
２１
日
�
、

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
秋
の
味
覚
を

そ
ろ
え
た
春
日
特
産
物
昼
市
も
同
時
開
催
さ

れ
、
朝
か
ら
多
く
の
家
族
づ
れ
な
ど
で
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

か
す
が
保
育
園
児
、
お
じ
ま
幼
児
園
児
の

合
同
鼓
笛
演
奏
、
健
康
体
操
、
春
日
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
発
表
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ス
ケ
、
木
こ
り
名
人
、

よ
さ
こ
い
、
春
日
の
太
鼓
踊
り
な
ど
に
よ
り

会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
行
わ

れ
た
幸
運
の
餅
ま
き
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り

開
催
！

▲各個訓練の様子

▲熱心に作業を行う参加者の皆さん

▲小隊訓練の様子

▲春日の太鼓踊りの様子
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藤
橋
城
周
辺
で
１０
月
１４
日
�
藤
橋
ど
ん
ど

ん
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
藤
橋
権
現
太
鼓
に
よ
る

勇
壮
な
開
幕
太
鼓
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、

つ
づ
い
て
警
察
犬
訓
練
実
演
や
、
保
育
園
児

の
ス
テ
ー
ジ
、
藤
橋
地
域
の
名
人
劇
場
で
は
、

舞
踊
、
詩
吟
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
特
産
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ

れ
大
盛
況
で
し
た
。
藤
橋
城
や
、
西
美
濃
天

文
台
も
無
料
開
放
さ
れ
、
天
文
に
興
味
を
も

っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

藤
橋
ど
ん
ど
ん
秋
ま
つ
り

大
盛
況
！

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
『
秋
の
城
台
山

公
園
と
揖
斐
川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

が
、
１１
月
３
日
�
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
空
が
広
が
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
に
は
汗
ば
む
よ
う
な
天
候
で
し
た

が
、
参
加
さ
れ
た
３
０
０
名
の
皆
さ
ん
は
、

城
台
山
の
山
登
り
コ
ー
ス
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
ほ
と
ん
ど
の
方
が
完
歩
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
合
わ
せ
行
わ
れ
た
、
上

町
、
下
新
町
の
芸

の
公
開
、
商
工
会
に
よ

る
鮎
雑
炊
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
甘

酒
や
美
濃
い
び
茶
の
振
る
舞
い
も
好
評
で
し

た
。 秋

の
城
台
山
公
園
と
揖
斐
川
の

町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
！

１０
月
６
日
�
、
谷
汲
農
園
で
さ
つ
ま
い
も

収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

谷
汲
農
園
は
遊
休
農
地
の
利
活
用
を
図
る

た
め
平
成
１１
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回

も
西
濃
地
域
を
中
心
に
遠
く
は
土
岐
市
か
ら
、

申
込
者
４０
組
２
０
０
人
以
上
の
参
加
に
よ
り
、

収
穫
作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。
中
に
は
ラ
グ

ビ
ー
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
大
き
な
芋
も
あ
り
、
記

念
に
写
真
に
収
め
る
家
族
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。会

場
で
は
、
普
段
農
園
の
管
理
を
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
振
る
舞
う
焼
き
芋
や
大
学
芋
も

好
評
で
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
収
穫
祭

〜
笑
顔
で
収
穫
作
業
〜

こ
の
度
、
３
名
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
方
々
で

す
。たか

は
し

高
橋

さ
と
さ
ん
（
清
水
）

１０
月
９
日
�

９５
歳

こ
じ
ま

ひ
ろ
こ

な

れ

小
島

廣
子
さ
ん
（
谷
汲
名
礼
）

１０
月
２２
日
�

９５
歳

く
に
え
だ

ひ
で
い
ち

き

れ

國
枝

秀
一
さ
ん
（
谷
汲
岐
礼
）

１０
月
２６
日
�

９５
歳

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲ウォーキングを楽しむ参加者の皆さん

▲高橋さん

▲國枝さん

▲小島さん

▲オープニングを飾った藤橋権現太鼓

▲熱心に収穫作業を行いました
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親
子
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
で
は
、
今
年
も
「
親
子
ク

リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
楽

し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

１２
月
１６
日
�

１８
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
参
加
対
象

小
学
生
ま
で
の
親
子

■
会
費

子
ど
も
１
人

６
０
０
円

■
申
込

申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、
揖
斐

川
町
中
央
公
民
館
窓
口
へ
お
申
込

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
中
央
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。

■
定
員

子
ど
も
４０
名

■
締
切

１２
月
７
日
�

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
２
３
‐
０
１
１
５
）
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

平
成
１９
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
３
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
、
「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
」
・
「
ラ
ク
ラ
ク
健
康
づ
く
り
教
室
」

の
申
込
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参加費

４，０００円

４，０００円
６５歳以上は３，０００円

対 象

２０歳以上の女性

６０歳以上の男女

曜日・日時

毎週金曜日
１０：００～１１：００

毎週木曜日
１３：３０～１５：００

教室名

レディース
フィットネス

ラクラク
健康づくり

■申込期間 １２月１１日�～１２月２０日� 午前９時～午後５時
■申込場所 揖斐川健康広場
■開催日程 １・２・３月（全１０回）
■募集定員 各教室 ２０名（定員になり次第締切ります。）
■参 加 費 上記記載の参加費（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください。）

※詳しくは健康広場までお問い合わせください。℡２１‐３１００

イ
ブ
の
夜
、
子
ど
も
に
夢
を

『
サ
ン
タ
が
家
に
や
っ
て
き
た
』

希
望
家
庭
募
集
！

揖
斐
川
青
年
団
・
揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
で
は
、

団
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
な
っ
て
家
庭

訪
問
し
、
親
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
子
ど
も
に
渡
す
『
サ
ン
タ
が
家
に
や
っ

て
き
た
�
』
作
戦
を
行
い
ま
す
。

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
イ
ブ
の
夜
、

子
ど
も
に
夢
を
届
け
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
？

◆
実
施
日

１２
月
２４
日
�

◆
対
象

町
内
に
お
住
ま
い
で
、
１２
月
１３

日
�
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
揖

斐
川
町
中
央
公
民
館
に
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
。

◆
申
込

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
窓
口
又

は
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
定
員

１５
世
帯
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

◆
締
切

１２
月
６
日
�

※
詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
（
２
３
‐
０
１
１
５
）
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
》

◆
日
時

１２
月
１６
日
�
９
時
３０
分
〜

◆
場
所

北
方
公
民
館

《
元
旦
城
山
登
山
》

◆
日
時

１
月
１
日
�
９
時
３０
分
〜

◆
場
所

北
方
神
社
集
合

※
雨
天
中
止

☆
大
和
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
》

◆
日
時

１２
月
９
日
�
１３
時
３０
分
〜

◆
場
所

大
和
公
民
館

☆
揖
斐
公
民
館

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

１２
月
１６
日
�
９
時
〜

◆
場
所

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

☆
清
水
公
民
館

《
し
め
縄
つ
く
り
教
室
》

◆
日
時

１２
月
１６
日
�
１３
時
〜

◆
場
所

清
水
公
民
館

☆

永
公
民
館

《
し
め
縄
講
習
会
》

◆
日
時

１２
月
２
日
�
９
時
〜

◆
場
所

永
公
民
館

《
も
ち
花
作
り
講
習
会
》

◆
日
時

１２
月
９
日
�
９
時
〜

◆
場
所

永
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
で
大
清
掃
》

◆
日
時

１２
月
８
日
�
８
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
》

◆
日
時

１２
月
２２
日
�
９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級『
サ
ン
タ
が
小
島
に
や
っ
て
く
る
』》

◆
日
時

１２
月
１８
日
�
１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

☆
坂
内
公
民
館

《
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
》

◆
日
時

１２
月
１５
日
�
９
時
３０
分
〜

◆
場
所

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

か わ い こと の

昨年の『家族の一行詩』より
『家族へ』 中学２年 河合 琴野

「ただいま」と私がいうと、いつも「おかえり」といってくれる。そんな温かい言葉、ありがとう。

１２月１６日�は家庭の日です。
揖斐川町青少年育成町民会議

昨年のクリスマス会の様子
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《
親
子
体
験
活
動
『
餅
つ
き
』》

◆
日
時

１２
月
９
日
�
９
時
〜

◆
場
所

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

学
校
だ
よ
り

平
成
１９
年
４
月
、
谷
汲
・
長
瀬
の
２
つ
の

小
学
校
は
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
の
大
き

な
期
待
を
受
け
て
、新
し
い「
谷
汲
小
学
校
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
転
地
の
校
舎
は
、
校
舎
面
積
約
４
０
０

０
㎡
、
体
育
館
約
１
２
０
０
㎡
、
運
動
場
約

７
３
０
０
㎡
で
校
舎
の
配
置
が
三
角
形
に
か

た
ど
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
木
材
が
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
さ
れ
た
校
舎
・
緑
の
芝
生
の
中

庭
・
平
屋
の
教
室
棟
・
楕
円
形
の
体
育
館
・

扇
型
の
音
楽
室
・
八
角
形
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

と
図
書
室
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
、
す
ば
ら
し

い
学
校
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

校
歌
・
校
章
も
新
し
く
な
り
、
学
校
の
教

育
目
標
「
笑
顔
で
主
体
的
に
取
り
組
む
健
や

か
な
子
の
育
成

よ
く
考
え〈
よ
こ
く
ら
〉・

な
か
よ
く
〈
な
が
せ
〉
・
た
く
ま
し
い
子
〈
た

に
ぐ
み
〉」の
も
と
に
１
８
２
名
の
児
童
が
元

気
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
が
新
し
い
出
発
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
校
・

安
全
な
学
校
・
心
身
共
に
快
適
な
学
校
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
や
家
庭
と
の
連
携

が
必
要
で
す
。
今
ま
で

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
中

心
に
、
運
動
場
の
ロ
ー

プ
ラ
イ
ン
張
り
・
植
樹

な
ど
の
新
校
舎
整
備
や
、

校
外
で
は
、
「
子
ど
も

一
一
〇
番
の
家
」
の
見

直
し
・
バ
ス
通
学
の
見

守
り
な
ど
の
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
他

に
も
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
に
よ
る
支
援
な

ど
、
多
く
の
皆
様
と
協

力
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
児
童
と
教
職
員
と
家
庭
が
一
緒

に
な
っ
て
、
新
し
い
校
風
づ
く
り
を
し
よ
う

と
日
々
の
実
践
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
後
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
、
ふ
だ
ん
か

ら
、
大
人
も
子
ど
も
も
「
笑
顔
で
気
持
ち
の

よ
い
あ
い
さ
つ
」
が
で
き
る
こ
と
を
共
通
の

取
り
組
み
と
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
地

域
の
中
で
家
庭
と
共
に
心
と
心
が
通
い
あ
い
、

温
か
い
つ
な
が
り
が
で
き
る
「
谷
汲
の
子
」

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１０
月
１６
日
�
に
平
成
１９
年
第
８
回
揖
斐

川
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
４

議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

北
和
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

Ｈ
１９
‐
１１
工
区（
処
理
施
設
）土
木
工
事

契
約
金
額

１
億
７
５
３
５
万
円

◎
参
道
ら
く
ら
く
バ
ス
購
入
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

参
道
ら
く
ら
く
バ
ス

１
台

契
約
金
額

１
５
７
５
万
円

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

北
和
地
区
管
路
施
設
北
方
１
区
工
区
そ

の
４
工
事

変
更
前

６
４
５
７
万
５
０
０
０
円

変
更
後

７
６
０
９
万
７
７
０
０
円

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
ポ
ン
プ

機
器
設
置
工
事

変
更
前

４
９
３
５
万
円

変
更
後

４
６
３
６
万
６
９
５
０
円

議
会
活
動
報
告

１０
月

３
日

第
１０
回
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

１２
日

第
１１
回
議
会
運
営
委
員
会

１５
日

福
井
県
池
田
町
議
会
と
の
交
流
会
議

１６
日

第
８
回
臨
時
会

１６
日

第
１１
回
議
会
全
員
協
議
会

２４
日
〜
２５
日

議
員
研
修
会
（
秋
田
県
由
利
本
荘

市
役
所
）

２９
日

第
３
回
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
実施期間 １２月１１日�～１２月２０日�

無事故で年末 笑顔で年始
運動の重点
○飲酒運転など無謀な運転を追放する
○夕暮れ時から夜間にかけての交通事故を防止する
○シートベルトとチャイルドシートの着用を徹底する

この時期は日の入りが早く、忘年会など飲酒の機会が多くなります。

早めのライト点灯を、飲酒後の運転は絶対にしないようにしてください。

なかむら ゆう き

昨年の『家族の一行詩』より
『あばあちゃんへ……』 中学２年 中村 優樹

いつも汚いユニホームを洗ってくれてありがとう。プロになるまで生きててね。

中央公民館プチギャラリー
○『家庭の日』ポスター展示
１１月２０日～１２月２日
○老人クラブ第３回文化祭 老人クラブ
１２月４日～１２月９日
○クリスマストールペイント
１２月１２日～１２月２５日

新
し
い
「
谷
汲
小
学
校
」

〜
谷
汲
小
学
校
〜

議議
会会
だだ
よよ
りり

第
８
回
臨
時
会
を
開
催
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人
形
劇
団
「
む
す
び
座
」
に
よ
る

「
こ
ぶ
た
の
ぶ
う
は
こ
ぶ
た
の
ぶ
う
ぶ
」

「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
１
０
１
ち
ゃ
ん
」

日
時

１２
月
１５
日
�

１４
時
〜
１５
時
ま
で

場
所

揖
斐
川
中
央
公
民
館

第
二
会
議
室

入
場
は
無
料
で
す
が

整
理
券
が
必
要

で
す
。

１２
月
１
日
�
か
ら
各
図
書
館
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

定
員

１００
名

小
説
・
文
学
書

追

伸

真
保
裕
一

三
国
志

第
六
巻

宮
城
谷
昌
光

が
ん
か
ら
五
年

岸
本
葉
子

頼

山
陽
（
上
）（
下
）

身
延
典
子

十
二
の
嘘
と
十
二
の
真
実

あ
さ
の
あ
つ
こ

心
中
抄

藤
沢

周

そ
の
日

杉
本
章
子

あ
じ
さ
い
日
記

渡
辺
淳
一

実

用

書

つ
る
か
ご

自
然
素
材
工
作
編
集
部

楽
譜
が
読
め
る
音
楽
記
号
事
典

斉
藤
純
一
郎

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
山
歩
き
入
門

小
倉
の
ぶ
子

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
入
門B

ooK

学

研

「
病
気
予
防
」
百
科

日
本
医
企
画

乳
幼
児
向
け

一
ね
ん
一
く
み
一
ば
ん
く
い
し
ん
ぼ
う

ご
と
う
り
ゅ
う
じ

ス
ノ
ー
グ
ー
ス

ポ
ー
ル
・
ギ
ャ
リ
コ

べ
っ
き
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス

タ
ー
シ
ャ
・
デ
ュ
ー
タ
ー

と
ん
ぼ
の
島
の
い
た
ず
ら
子
や
ぎ

バ
ー
リ
ト
ン
・
ア
ー
グ
ネ
ッ
シ
ュ

憎
ま
れ
役

野
中
広
務

黒
帯

飯
田
譲
治

十
津
川
警
部
シ
リ
ー
ズ

西
村
京
太
郎

名
古
屋
大
通
り
公
園
殺
人
事
件

木
谷
恭
介

夫
婦
善
哉

完
全
版

織
田
作
之
助

歌
枕
殺
人
事
件

内
田
康
夫

命
に
値
段
つ
け
ま
す

渡
辺
房
男

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

真
田
コ
ジ
マ

う
ま
い
鍋
ベ
ス
ト
１
０
０

渡
辺
あ
き
こ

０
・
１
・
２
歳
児
の
造
形
あ
そ
び
百
貨阿

部
寿
文

お
母
さ
ん
だ
か
ら
で
き
る
し
つ
け
の
本多

湖

輝

賞
味
期
限
が
わ
か
る
本

徳
江
千
代
子

ス
カ
ー
フ
・
ス
ト
ー
ル
な
ど

主
婦
の
友
社

ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー

飯
田
順
子

美
し
い
詩
韻

内
田
康
夫

幕
末
の
尼
将
軍

篤
姫

童
門
冬
二

児

童

書

さ
っ
き
は
ご
め
ん
ね

渡
辺
有
一

む
か
し
ば
な
し
い
ろ
い
ろ
２
４

ひ
や
ま
ゆ
み

リ
サ
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

ゲ
オ
ル
グ

い
つ
ま
で
も

ア
ン
ナ
・
ビ
ン
ヤ
タ
ロ

あ
た
ら
し
い
お
と
も
だ
ち

森
は
る
な

マ
マ
だ
い
す
き
！

森
は
る
な

幸
せ
を
み
が
く
本

高
津
理
絵

や
せ
る
！

デ
ル
デ
ル
呼
吸
ダ
イ
エ
ッ
ト

荒
木
隆
次

誰
よ
り
も
美
し
い
妻

井
上
荒
野

数
学
者
の
休
憩
時
間

藤
原
正
彦

数
学
者
の
言
葉
で
は

藤
原
正
彦

天
国
は
ま
だ
遠
く

瀬
尾
ま
い
こ

戦
争
と
平
和

愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

美
輪
明
宏

か
ん
た
ん
ヘ
ア
ー
ア
レ
ン
ジ

る
る
ぶ
京
都

る
る
ぶ
大
阪

そ
の
他

「
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち
」

著
者

三
浦
哲
郎

講
談
社

東
京
か
ら
東
北
の
と
あ
る
山
間
の
分
教
場
に
転

校
し
て
き
た
ユ
タ
君
。
ふ
と
し
た
こ
と
で
出

会
っ
た
九
人
の
座
敷
わ
ら
し
と
の
不
思
議
な
体

験
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
奇
想
天
涯
な
発
想
が
で
き
る

の
か
と
思
わ
れ
る
愉
快
な
空
想
小
説
。

１２
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日

１２
月
２５
日
�

１２
月
２８
日
�

月
末
整
理
日

年
末
年
始
の
休
館
日

１２
月
２９
日
�
〜
１
月
３
日
�

図
書
の
返
却
は
、
お
早
め
に
。
１
月
は
、
４
日

か
ら
開
館
し
ま
す
。

お
と
ぎ
の
里

お
は
な
し
の
会

「
ま
ど
」

１２
月
１
日
�

１４
時
３０
分
〜

一
年
に
一
度
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
す

大
型
紙
芝
居
「
ど
ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
」

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

人
形
劇
「
三
匹
の
ヤ
ギ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
」

ぜ
ひ
き
て
ネ

揖
斐
川
図
書
館

人
形
劇

い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

た
に
ぐ
み
新
着
図
書

坂
内
図
書
館

図
書
館
お
薦
め
の
一
冊
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■
アア
ーー
トト
２２
００
００
７７

いい
びび
がが
わわ

開開
催催

１０
月
１２
日
�
〜
１０
月
１４
日
�
、
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館
で
「
ア
ー
ト
２
０
０
７
い
び
が

わ
」（
揖
斐
川
町
・
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
・

揖
斐
川
町
文
化
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

美
術
、
文
芸
、
生
活
の
３
部
門
に
数
多
く

の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
ゅ
う

ま
た
、
１０
月
１３
日
�
に
は
舞
台
「
爽

秋

う
た
げ

ち
ゅ
う
や

の
宴
」
が
昼
夜
２
回
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
さ
く
ぶ
よ
う

つ
が
る
し
ゃ
み
せ
ん

創
作
舞
踊
、
津
軽
三
味
線
、
日
本
舞
踊
な
ど

ひ
ろ
う

披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
も
盛
ん
に
拍
手
を

贈
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

★
ホホ
ーー
ムム
ズズ
彗彗
星星
をを
撮撮
影影

予
報
で
は
１７
等
星
で
、
大
き
な
望
遠
鏡
を

使
っ
て
も
見
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
ホ
ー
ム

ズ
彗
星
が
、
１０
月
下
旬
、
突
然
、
肉
眼
で
も

楽
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
２
等
星
ま
で
明
る

く
な
り
ま
し
た
。
西
美
濃
天
文
台
で
は
、
同

彗
星
を
６０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
反
射
望
遠
鏡
で

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彗
星
は
、
別
名
「
ほ
う
き
星
」
と
も
呼
ば

れ
、
長
い
尾
を
引
い
た
姿
が
思
い
浮
か
び
ま

す
が
、
ホ
ー
ム
ズ
彗
星
に
尾
は
見
え
ず
、
肉

眼
で
は
少
し
に
じ
ん
だ
明
る
い
星
の
よ
う
に

輝
い
て
い
ま
し
た
。
望
遠
鏡
で
は
、
中
心
核

の
ま
わ
り
を
「
コ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
チ
リ
の

雲
が
渦
巻
き
状
に
取
り
巻
い
て
い
る
様
子
が

わ
か
り
ま
し
た
。

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
にに

気気
をを
つつ
けけ
まま
しし
ょょ
うう
！！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
急
に

高
熱
が
出
て
頭
痛
、
全
身
の
だ
る
さ
な

ど
が
現
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
う
し
た
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●カゼ、インフルエンザの主な感染経路と症状
インフルエンザ

急激
発熱、寒気、頭痛
３８℃以上の高熱、筋肉痛や関節痛など
の全身症状、せき、たん
ある
３８℃以上
子ども、高齢者
１～２（～３）日
１～３（～７）日
インフルエンザウイルス
飛沫感染及び空気感染
ある
抗インフルエンザ薬

カ ゼ
徐々に
くしゃみ、鼻水、咽頭乾燥感
鼻水、鼻づまり、喉の痛み

ない（少しある）
３７～３８℃
すべての人
２～３（～５）日
１～４（～１０）日
ライノウイルス、コロナウイルスなど
接触感染、飛沫感染
ない
安静にするなどの対症療法

区 分
発 症
初期症状

主な症状

悪 寒
発 熱

特に注意したい人
潜伏期間
感染期間
原 因
感染経路
予防接種
治療法

命を救う愛の献血にご協力ください
１２月５日（水） ９：００～１６：３０

揖斐川保健センターにて献血車２台ご用意しております。
一年で最も血液が不足する時期です。皆様の温かいご支援を
心よりお願いいたします。献血は１６歳から６９歳まで可能です。
ご協力の程宜しくお願いいたします。

《主 催》揖斐川町
揖斐川ライオンズクラブ

４６We Serve
事務局 ＴＥＬ：０５８５－２２－１１０５

▲西美濃天文台で撮影したホームズ彗星
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揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
一
回
】
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
発
足

（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）

「揖斐川町森林づくり推進会議」発足！
平成１９年６月２９日に揖斐川町森林づくり推進会議が発足しました。この会議は、森林に関しての課
題や対応策を話し合い、揖斐川町の森林づくりへ貢献していこうというものです。
推進会議では、森林についての様々な課題を検討するため、町内の森林の視察や研修会を開催し、
町民の皆様に「森林づくり」の話題を提供していきます。また、この紙面での皆さんへの報告などい
ろいろな活動をしながら「森林づくり」について考えていきたいと思います。

委員の皆さんは次のとおりです。

委 員 長 新井 弘文
副 委 員 長 高橋 典男
委 員 森本 昭 杉山 英一

板東 稔 竹中 吉男
寺井 達夫 成瀬 冨士一
大野 康子（岐阜森林管理署） 森 泰朗（揖斐郡森林組合長）
白木 博昭（岐阜県森林公社） 堀口 泰策（木曽三川水源造成公社）
松林 順一（緑資源機構） 古川 勝彦（岐阜県森林整備課）
大野 文雄（揖斐農林事務所） 窪田 龍男（揖斐川町役場）

事 務 局 揖斐川町役場 農林振興課

揖斐川町森林づくり推進会議の設置目的は
具体的には、揖斐川町における災害に強い森林づくりの推進及び活力ある地
域経済に寄与する森林づくりの方向性や具体的な推進課題を検討し、貴重な地
域資源である森林の適正な保全及び計画的な利用のため、町民の皆様に対して
積極的な普及啓発を努めるとともに、必要に応じてその成果を町長に報告する
ため設置するものです。
また、この様な地域が主体となった森林づくりへの取り組みは、岐阜県が推
進しています岐阜県森林づくり基本計画の中でも、「県民協働による森林づく
りプロジェクト」の一環として重要な位置付けがされています。

推進会議の行う事項は次のとおりです。
（１）森林の適正保全と木質資源の循環利用にかかる基本方針に関すること
（２）機能区分に応じた森林施業体系の構築に関すること
（３）森林整備、林内路網整備及び木材生産の各計画に関すること
（４）森林施業の推進方策等に関すること

ア 林地境界の明確化等現況把握の推進
イ 団地化や計画的な路網整備等による施業の集約化、機械化の促進
ウ 効率的な木材生産体制の構築
エ 間伐の推進

（５）町の森林づくりに必要な事項に関すること

▲第２回推進会議の様子

○あなたの山は間伐を待っている！！（間伐により健全な森林づくり）
あなたの山は、林の中が暗くないですか？ � （山に光を入れてあげる）間伐が必要な時期かも知れません、
前回、間伐したのはいつでしたか？ 是非ご相談ください。
人工林を過密なまま放置しますと、表土が流れ出したり、木が細長くなり雪害等の気象災害にあったりし、森林の大切な役
割が損なわれていきます。間伐を行うことで、森林の成長を促進し、健全な森林を育て、森林の役割を発揮します。また、木
が大きくなることで、利用できる木材が増え、その結果資産価値も高まります。

○今がチャンス！！（今なら高い補助率で実施できます）
間伐等の森林施業には、国、県からの補助制度があります。特に平成１９年度は、間伐に対して町からの補助もあります。条
件によりますが、わずかな負担金やほとんど負担金なしでできる場合もあります。 間伐補助対象は、１１～３５年生（条件によ
り４５年生）の人工林が主ですが、それ以外でも補助対象となる場合がありますので、ご相談ください。

○皆様の協力が必要です！！（間伐の推進にご協力ください）
間伐の実施については、県、町、森林組合が連携し、さまざまな支援をしております。しかし所有者のご協力がなくしては
実施できません。

【お問い合わせ先】 補助制度の採択要件、間伐の相談等お気軽にお問い合わせください。
揖斐川町農林振興課
（TEL２２－２１１１）

、揖斐郡森林組合
（TEL２２－６５１１）

、揖斐農林事務所林業課
（TEL２３－１１１１）

14IBIGAWA 2007 December



Information Room

子子
育育
てて
支支
援援
のの
おお
知知
らら
せせ

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

町
内
在
住
の
未
就
園
児
親
子

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
日
、
土
、
日
曜
日

■
開
所
時
間

９
時
〜
１６
時

●
♪
印
の
あ
る
活
動
は
、
要
予
約
で
す
。

●
月
曜
日
は
、
育
児
相
談
日
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
の
日
）
で
す
。
担

当
者
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
１
月
の
行
事
の
予
約
受
付
期
間
は
、
１２
月
１９
日
�
１３
時
か

ら
１２
月
２６
日
�
１６
時
ま
で

※
予
約
受
付
場
所
…
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
所

【
か
す
が
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

毎
週
火
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

毎
週
木
曜
日（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

『うんどうかい楽しかったよ！』
健康広場アリーナに７０組の親子が集合して、楽しいひと時
を過ごしました。

揖斐川町の幼児園、保育園の子育て支援！（かすが保育園以外）
＊園庭開放をしていますので遊びに行きましょう。
期日：第２水曜日…１２月１２日�

第４水曜日…１２月２６日�
時間：午前９時３０分～１１時

１２
月
の
入
会
説
明
会
・
登
録
会
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
入
会
説
明
会

第
１
回

１２
月
３
日
�

１０
時
〜

第
２
回

１２
月
１７
日
�

１０
時
〜

■
登
録
会

１２
月
２５
日
�

１０
時
〜

■
会
場

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
内

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
で
は
、
就
業
を
し
た
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
社
会
参
加
の
希
望
は
あ
る
け
れ
ど
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
方
、

や
っ
て
み
た
け
ど
上
手
く
い
か
な
か
っ
た

方
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

自
分
の
方
向
性
に
つ
い
て
や
履
歴
書
の

書
き
方
・
面
接
の
仕
方
・
自
己
ア
ピ
ー
ル

の
仕
方
な
ど
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
（
就
職
の
斡

旋
は
致
し
ま
せ
ん
）

１
日
も
早
く
自
分
の
目
標
に
到
達
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】（
社
）
岐
阜
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
５
８
‐
２
４
９
‐
０
２
２
８

担
当

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

田
中

■
相
談
日

毎
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）

■
時

間

９
時
〜
１７
時

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
０
９
０
７

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

１２月センタールーム活動（時間：１０：００～１１：３０）
（おやつ指導のみ１１時開始）

金 教室
７ ♪
歯磨き教室
歯科衛生士指導

１４
お友達とあそぼ！

２１
保健センター教室
はぐくみ広場

２８
お休み

木
６ ♪
童謡コンサート
童謡有志のみなさん

１３
お友達とあそぼ！

２０
先生とあそぼ！

２７
お友達とあそぼ！

水 交流日
５
さくらんぼ
０歳児交流

１２
いちご
１歳児交流

１９
りんご
２・３歳児交流

２６
お友達とあそぼ！

火
４ ♪
おやつ指導
お茶持参

１１ ♪
誕生会
お話ルーム

１８ ♪
クリスマス会
予約終了

２５
お友達とあそぼ！

月 相談日
３
ＭＩＬＫの日
育児相談

１０
ＭＩＬＫの日
育児相談

１７
ＭＩＬＫの日
育児相談
発育測定
２４
振替休日

園庭開放日
室内遊び
誕生会（揖斐川子育て支援センターにて）
休み
クリスマス会（揖斐川子育て支援センターにて）
先生とあそぼ！（揖斐川子育て支援センターにて）
園庭開放日
お休み

４日�
６日�
１１日�
１３日�
１８日�
２０日�
２５日�
２７日�
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岐阜県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

『『後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度のの保保険険料料率率がが決決ままりりままししたた』』
後期高齢者医療制度は、現行の老人保健制度に変わって、平成２０年４月から始まる７５歳（一定の障害のある人は

６５歳）以上の方を対象（被保険者）とした新しい医療制度です。

保険料は、下記のとおり算定し、被保険者のすべての方に負担していただくことになります。

①後期高齢者医療保険料は、１人当たりいくらと決められる応益分（均等割額）と、被保険者の所得に応じて決め

られる応能分（所得割額）を合計して、個人単位で計算されます。

保険料額（年額）＝均等割額（※）＋所得割額

�
被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（旧ただし書所得）×所得割率（※）

（※）均等割額及び所得割率（保険料率）は、２年ごとに県内均一で設定されます。

②所得割額は、被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（旧ただし書所得）をもとに計算されます。

③被用者保険の被扶養者であった方については、制度加入時から２年間、均等割額のみとし、これを５割軽減しま

す。さらに、平成２０年４月から９月まで半年間は保険料を徴収せず、平成２０年１０月から平成２１年３月までの半年

間は均等割額を９割軽減します。（所得割額は賦課されません。）

④賦課限度額は５０万円（年額）です。

⑤平成２０・２１年度の保険料率について

均 等 割 額 ３９，３１０円
所 得 割 率 ７．３９％（０．０７３９）

⑥一人当たり保険料試算（単身世帯（１人）で公的年金収入のみの場合）

公的年金収入（円） １２０万 １４０万 １６０万 １８０万 ２００万 ２０３．１万 ２１０万 ２４０万 ２８０万 ８５６万

保
険
料
額

所
得
割
額

旧ただし書所得（円） ０ ０ ７０，０００ ２７０，０００ ４７０，０００ ５０１，０００ ５７０，０００ ８７０，０００ １，２７０，０００ ６，３４２，０００

金額（円） ０ ０ ５，１７３ １９，９５３ ３４，７３３ ３７，０２３ ４２，１２３ ６４，２９３ ９３，８５３ ４６１，６５３

均
等
割
額

軽減判定所得（円） ０ ５０，０００ ２５０，０００ ４５０，０００ ６５０，０００ ６８１，０００ ７５０，０００ １，０５０，０００ １，４５０，０００ ６，５２２，０００

軽減割合 ７割 ７割 ７割 ２割 ２割 無 無 無 無 無

金額（円） １１，７９３ １１，７９３ １１，７９３ ３１，４４８ ３１，４４８ ３９，３１０ ３９，３１０ ３９，３１０ ３９，３１０ ３９，３１０

年額（円） １１，７００ １１，７００ １６，９００ ５１，４００ ６６，１００ ７６，３００ ８１，４００ １０３，６００ １３３，１００ ５００，０００

月額換算（円） ９７５ ９７５ １，４０８ ４，２８３ ５，５０８ ６，３５８ ６，７８３ ８，６３３ １１，０９１ ４１，６６６

⑦低所得者の軽減について

被保険者のうち、同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計額が下記の金額以下の場合、均等割

額が軽減されます。

基礎控除額（３３万円）……７割軽減

基礎控除額（３３万円）＋〔２４．５万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く。）〕…５割軽減（複数世帯のみ）

基礎控除額（３３万円）＋〔３５万円×被保険者数〕……２割軽減

※国保と同様、公的年金控除を受けた者については、総所得金額等から１５万円を控除して適用します。

［お問い合せ先］
岐阜県後期高齢者医療広域連合（TEL０５８－３８７－６３６８）
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国国
民民
年年
金金
のの
おお
知知
らら
せせ

付
加
年
金

第
一
号
被
保
険
者（
国
民
年
金
加
入
者
）・

任
意
加
入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
付
加

保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０
円
で
す
。

付
加
年
金
の
受
給
額
は
、

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
で
す
。

★
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
１０
年
間
納
付
し

た
場
合

付
加
保
険
料

４
０
０
円
×
１０
年
（
１
２
０
月
）

＝

４
８，
０
０
０
円

付
加
年
金
額

２
０
０
円
×
１０
年
（
１
２
０
月
）

＝

２
４，
０
０
０
円
（
年
額
）

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
納
付
し

た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
付
加
年
金
額
は
、
６５
歳
か
ら
受
給

し
た
場
合
の
年
金
額
で
す
。

●
付
加
年
金
は
、
任
意
加
入
で
す
。

お
申
込
窓
口
は
、
お
住
ま
い
の
役
場
で
す
。

※
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ

て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

※
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付
加

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

納
付
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
期
限
は
翌
月
末
日

（
休
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

任
意
加
入

●
老
齢
基
礎
年
金
は
、
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な

る
ま
で
４０
年
間
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金
額
（
満
額
）＝

７
９
２，
１
０
０
円
で
す
。

例
え
ば
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
３０
年

間
の
場
合
は
、
満
額
の
４
分
の
３
の
年
金
額

と
な
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
４０
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
６０
歳
か
ら
６５
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
等
）、共
済
組
合
（
公
務
員
等
）
の
被
保
険

者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
方
は
、
任
意
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の

免
除
期
間
等
が
２５
年
以
上
必
要
で
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
７０
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、

昭
和
４０
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
）。

年
金
相
談
会
開
催

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
に
対
す
る
年

金
（
納
付
）
相
談
会
が
次
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
実
施
年
月
日

１２
月
１８
日
�

１３
時
３０
分
か
ら
１８
時

■
実
施
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
２
階

第
６
会
議
室

【
お
問
い
合
せ
先
】
大
垣
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
５
１
６
６

揖揖
斐斐
川川
地地
域域
にに
設設
置置
しし
てて
ああ
るる
空空
きき
容容
器器

回回
収収
機機
のの
利利
用用
停停
止止
とと
新新
たた
にに
役役
場場
にに
設設

置置
すす
るる
空空
きき
容容
器器
回回
収収
機機
にに
つつ
いい
てて

現
在
、
北
方
・
大
和
・
清
水
・
小
島
・

永
地
区
の
公
民
館
に
設
置
し
て
あ
る
缶
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
空
き
容
器
回
収
機
に
つ
き

ま
し
て
、
機
械
の
老
朽
化
に
よ
る
故
障
で
住

民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
１２
月
２５
日
�
１７
時
を
も
っ
て
利

用
を
停
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
永
年
に

わ
た
り
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
通

常
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
町
指
定
ご
み
袋

５
０
０
円
分
と
交
換
し
て
い
ま
す
が
、
回
収

機
利
用
終
了
後
は
、
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
未
満

で
も
、
１
ポ
イ
ン
ト
を
１
円
で
換
算
し
て
、

町
指
定
ご
み
袋
（
大
）
５０
円
／
枚
、（
小
）３

０
円
／
枚
と
交
換
し
ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
交
換
は
、
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
例
）４
５
０
ポ
イ
ン
ト
の
場
合
：
町
指
定
ご

み
袋（
大
）９
枚
、
も
し
く
は
、（
小
）１５
枚
と

交
換
い
た
し
ま
す
。

平
成
２０
年
１
月
以
降
、
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
つ
い
て
は
、役
場
に
設
置
の
回
収
機（
機

種
が
変
更
と
な
る
た
め
、
今
ま
で
の
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）、

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
地
区
の
収
集
日
に

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
役
場
に
設
置
す
る
空
き
容

器
回
収
機
（
缶
用
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用
各
１

台
ず
つ
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
１
月
４

日
１０
時
よ
り
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

右
記
の
新
機
種
の
空
き
容
器
回
収
機
に
つ

い
て
は
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
投
入
す
る

と
あ
る
一
定
の
確
率
で
５０
ポ
イ
ン
ト
分
の

ラ
ッ
キ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
ま
す
。

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
分
の
ラ
ッ
キ
ー
チ
ケ
ッ

ト
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ラ
ッ
プ
の
い
ず
れ
か
１
つ
と
交
換
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
生
活
環

境
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
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ごご
みみ
収収
集集
、、
しし
尿尿
くく
みみ
取取
りり
のの
おお
知知
らら
せせ

◎
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
生
ご
み
等
も
や
す
ご
み
収
集

日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
平
成
１９
年
１
月
の
ご
み
収
集
の
詳

細
に
つ
い
て
は
広
報
１
月
号
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
地
域
（
生
ご
み
収
集
日
程
）

１２
月
２５
日
�
、
２７
日
�
、
平
成
２０
年
１
月

４
日
�
、
７
日
�

谷
汲
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

１２
月
２５
日
�
、
２８
日
�
、
平
成
２０
年
１
月

４
日
�
、
７
日
�

春
日
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

１２
月
１７
日
�
、
２５
日
�
、
平
成
２０
年
１
月

４
日
�
、
７
日
�

久
瀬
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

１２
月
１９
日
�
、
２６
日
�
、
平
成
２０
年
１
月

４
日
�
、９
日
�

藤
橋
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

１２
月
１７
日
�
、
２５
日
�
、
平
成
２０
年
１
月

４
日
�
、
７
日
�

坂
内
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

１２
月
２０
日
�
、
２７
日
�
、
平
成
２０
年
１
月

１０
日
�
、
１７
日
�

◎
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

殺
到
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
域

㈲
揖
斐
川
清
掃
０
５
８
５
‐
２
２
‐
０
５
０
６

谷
汲
地
域

㈱
富
士
０
５
８
‐
３
２
３
‐
０
４
８
５

春
日
地
域

㈲
揖
斐
川
清
掃
０
５
８
５
‐
２
２
‐
０
５
０
６

久
瀬
地
域

中
央
清
掃
㈱

０
５
８
‐
３
２
７
‐
１
１
４
４

藤
橋
地
域

㈲
岐
北
清
掃
０
５
８
３
‐
７
０
‐
８
４
４
８

坂
内
地
域

ト
バ
ナ
産
業
㈱
０
５
８
４
‐
８
９
‐
７
６
０
９

冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
く
み
取
り
は

天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

揖揖
斐斐
川川
町町
臨臨
時時
職職
員員
のの
募募
集集

い
び
川
温
泉
「
藤
橋
の
湯
」
の
臨
時
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容

清
掃
業
務
（
高
圧
洗
浄
機
、

ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
等
に
よ
る
浴
槽
清
掃
お
よ

び
館
内
清
掃
）

■
勤
務
地

揖
斐
川
町
東
横
山

道
の
駅

「
星
の
ふ
る
さ
と

ふ
じ
は
し
」
隣

■
採
用
年
月
日

１２
月
１
日
�

■
採
用
人
数

清
掃
業
務

若
干
名

■
給
与

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

■
試
験

面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間

８
時
３０
分
〜
２２
時
３０
分
の
間

で
、
原
則
２
交
替
制
勤
務

■
休
日

週
２
日（
シ
フ
ト
に
よ
る
交
替
制
）

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
て
、
１２
月
１７
日
�
ま
で
に
い
び
川

温
泉
「
藤
橋
の
湯
」
ま
た
は
揖
斐
川
町
役

場
企
画
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

い
び
川
温
泉
「
藤
橋
の
湯
」

℡
５
２
‐
１
１
２
６

揖
斐
川
町
役
場
企
画
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

揖揖
斐斐
川川
町町
臨臨
時時
職職
員員
のの
募募
集集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◎
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

児
童
の
育
成
指
導
に
熱
意
を

有
し
、
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者

■
試
験

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用

１２
月
２５
日
�

■
雇
用
期
間

平
成
２０
年
３
月
３１
日
�
ま
で

■
給
与

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

■
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
（
土
、日
曜
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
１４
時
〜
１８
時

た
だ
し
、
小
学
校
の
授
業
時
間
変
更
等

に
よ
る
変
更
有
り
。

冬
休
み
等
長
期
休
暇
期
間（
８
時
〜
１８
時
）

■
応
募
方
法
な
ど

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）

に
必
要
事
項
ご
記
入
の
上
、
１２
月
１４
日
�

ま
で
に
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

℡
２
３
‐
０
１
１
５

町町
営営
住住
宅宅
入入
居居
者者
募募
集集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬

・
住

所

谷
汲
長
瀬
９
２
９
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸
（
７
号
棟
）

・
建
設
年
度

平
成
８
年
度

・
構
造
な
ど

木
造
２
階
建

・
間
取
り

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場

２
台

・
家

賃

３
２，
８
０
０
円
〜

・
そ
の
他

家
賃
の
他
に
共
益
費
が
必
要
で
す
。

◎
水
道
…
簡
易
水
道

下
水
…
浄
化
槽

②
そ
ら
む
き
町
営
住
宅
（
単
身
者
専
用
）

・
住

所

西
津
汲
６
１
９
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸
（
１
０
４
号
室
）

・
建
設
年
度

平
成
１１
年
度

・
構
造
な
ど

準
耐
火
構
造
２
階
建

・
間
取
り

１
Ｋ

・
駐
車
場

１
台

・
家

賃

１
６，
１
０
０
円
〜

・
そ
の
他

家
賃
の
他
に
共
益
費
が
必
要
で
す
。

◎
水
道
：
上
水
道

◎
下
水
：
浄
化
槽

■
敷

金

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
た
め
、
政
令
で
定

め
ら
れ
た
基
準
以
上
の
収
入
が
あ
る
こ
と
。
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平平
成成
１１９９
年年
度度
揖揖
斐斐
広広
域域
連連
合合
老老
人人

福福
祉祉
施施
設設
職職
員員
をを
募募
集集
しし
まま
すす

■
受
験
資
格

生
活
相
談
員

社
会
福
祉
士

の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
取
得
見
込

み
の
方

■
試
験
の
内
容

作
文
試
験
及
び
面
接
試
験

に
よ
り
選
考
す
る

■
受
験
申
込
受
付
期
間
等

○
期
間

１２
月
２１
日
�
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
１２
月
２０
日
消
印
有
効
）

○
申
込
先

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

〒
５
０
１
‐
０
６
１
５

揖
斐
郡
揖
斐
川

町
清
水
７
７

○
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
け
、
該
当
す
る
資
格
免
許
の
写
し
・
健

康
診
断
書
を
添
え
て
提
出

■
試
験
日
等

○
第
１
次
試
験

試
験
日

平
成
２０
年
１
月
中
旬
頃

試
験
内
容

作
文
試
験

試
験
会
場

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

○
第
２
次
試
験

試
験
日

平
成
２０
年
２
月
初
旬
頃

試
験
内
容

面
接
試
験

試
験
会
場

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

■
採
用
予
定
数

生
活
相
談
員

１
名

■
採
用
日

平
成
２０
年
４
月
１
日
�

【
お
問
い
合
せ
先
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

尚
和
園

℡
２
３
‐
１
０
０
０

揖揖
斐斐
広広
域域
連連
合合
職職
員員
のの
募募
集集

■
採
用
年
月

平
成
２０
年
２
月

■
職
種

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

■
募
集
人
員

１
名

■
申
込
期
限

平
成
２０
年
１
月
１０
日
�
（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）

■
応
募
資
格

揖
斐
川
町
在
住
で
採
用
時
満

５５
歳
ま
で
の
方

■
選
考
等

面
接
試
験

■
提
出
書
類

履
歴
書
（
介
護
福
祉
士
、
ヘ

ル
パ
ー
等
資
格
を
有
す
る
方
は
、
そ
の
資

格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付
）

【
お
問
い
合
せ
先
】揖
斐
広
域
連
合
介
護
保
険
課

℡
２
３
‐
０
１
８
８

地地
域域
福福
祉祉
（（
活活
動動
））
計計
画画
策策
定定
のの
たた

めめ
のの
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調調
査査
のの
おお
願願
いい

揖
斐
川
町
で
は
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
、

核
家
族
化
等
に
伴
う
地
域
や
家
族
の
機
能
の

変
化
、
地
域
住
民
相
互
の
社
会
的
つ
な
が
り

の
希
薄
化
と
い
う
社
会
の
流
れ
の
中
、
家
庭

や
地
域
の
中
で
障
害
の
有
無
や
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
も
揖
斐
川
町
に
住
み

続
け
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
「
地
域
で

支
え
あ
う
」
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
し
「
揖
斐

川
町
地
域
福
祉（
活
動
）計
画
」
を
平
成
１９
年

度
と
平
成
２０
年
度
の
２
か
年
で
策
定
し
ま
す
。

計
画
策
定
に
先
立
ち
、
地
域
が
抱
え
て
い

る
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
、
地
域
に
対
す
る
思
い
な
ど
、
計
画
づ
く

り
に
役
立
て
る
資
料
と
す
る
た
め
、
１２
月
初

旬
頃
に
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
２０
歳
以
上
の

町
民
２
５
０
０
人
と
町
内
の
学
校
に
通
う
中

学
２
年
生
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

第第
８８
回回
戦戦
没没
者者
等等
のの
遺遺
族族
にに
対対
すす

るる
特特
別別
弔弔
慰慰
金金
のの
請請
求求
にに
つつ
いい
てて

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

の
請
求
期
限
は
、
平
成
２０
年
３
月
３１
日
�
ま

で
で
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
方
で
ま
だ
請
求
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
揖
斐
川
町
役
場
社
会
福

祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
請
求
窓
口

揖
斐
川
町
役
場
社
会
福
祉
課
ま
た
は
、
各

振
興
事
務
所
地
域
振
興
課
（
住
民
福
祉
課
）

ま
で

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・（
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬
の
み
）現
に
同
居

し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族（
婚

約
者
を
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

■
募
集
期
間

１２
月
３
日
�
〜
１２
月
１７
日
�

※
募
集
戸
数
を
越
え
た
場
合
は
公
開
抽
選

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
予
定
日

１
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
０
４
）

配配
偶偶
者者
暴暴
力力
防防
止止
法法
のの
改改
正正
にに
つつ
いい
てて

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
２０
年
１
月
１１

日
�
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村
に
対
す

る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義
務
等
を
定
め
た
、

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が
、
平

成
１９
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
、
７
月
１１
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
の
主
な
内
容

Ⅰ
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

１
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受
け

た
被
害
者
に
係
る
保
護
命
令

２
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

３
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁
止
命
令

Ⅱ
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努
力
義
務

等内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者

支
援
情
報
サ
イ
ト
（http

://w
w
w
.gender.

go.jp/e-vaw
/index.htm

）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
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岐岐
阜阜
県県
とと
岐岐
阜阜
地地
方方
気気
象象
台台
はは
、、

１１１１
月月
３３００
日日
��
かか
らら
、、
共共
同同
しし
てて
「「
岐岐

阜阜
県県
土土
砂砂
災災
害害
警警
戒戒
情情
報報
」」
のの
発発

表表
をを
開開
始始
しし
まま
すす
！！

岐
阜
県
土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
は
、
岐
阜

地
方
気
象
台
が
大
雨
警
報
を
発
表
し
た
後
、

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
さ

ら
に
高
ま
っ
た
と
き
に
、
岐
阜
県
と
岐
阜
地

方
気
象
台
が
共
同
し
て
発
表
す
る
新
た
な
防

災
情
報
で
す
。
役
場
が
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の

避
難
勧
告
等
の
発
令
を
適
時
適
切
に
行
え
る

よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
自
主
避
難
の
判
断
に
も
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
土
砂
災
害
に
対

す
る
警
戒
を
呼
び
か
け
る
文
章
と
地
域
が
判

別
で
き
る
地
図
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

こ
の
情
報
は
、
岐
阜
地
方
気
象
台
か
ら
報

道
機
関
等
の
協
力
を
得
て
住
民
の
皆
さ
ん
に

周
知
さ
れ
る
と
と
も
に
、
岐
阜
県
よ
り
市
町

村
等
へ
伝
達
し
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
土
砂
災
害
発
生

の
危
険
度
を
降
雨
の
予
測
に
基
づ
い
て
判
定

し
、
市
町
村
単
位
で
発
表
す
る
も
の
で
あ
り
、

個
別
の
災
害
発
生
箇
所
・
時
間
・
規
模
等
を

特
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
工
斜
面
の
崩
壊
や
、
技
術
的
に

予
知
・
予
測
が
困
難
な
地
す
べ
り
、
斜
面
の

深
層
崩
壊
、
地
震
に
よ
る
崩
壊
、
融
雪
に
よ

る
崩
壊
等
に
つ
い
て
は
発
表
の
対
象
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂

防
課

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１

人人
権権
特特
設設
相相
談談
所所
開開
設設

１２
月
４
日
か
ら
１０
日
は
人
権
週
間
で
す
。

「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の

人
権
意
識

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
」

揖
斐
川
町
で
は
、
人
権
特
設
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

家
内
の
問
題
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
、

悩
み
事
な
ど
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日

１２
月
５
日
�

■
時
間

１４
時
〜
１６
時

■
場
所

中
央
公
民
館

■
相
談
員

揖
斐
川
町
人
権
擁
護
委
員

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣

支
局
・
大
垣
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
３
３
４
７
ee
--TT
aa
xx

（（
イイ
ーー
タタ
ッッ
クク
スス
））をを

ごご
存存
知知
でで
すす
かか
？？

国
税
に
関
す
る
申
告
、
納
税
な
ど
が
自
宅

に
い
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（e-T

ax

）」を
紹
介
し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
よ
り
、
電
子
申

告
用
の
デ
ー
タ
の
作
成
及
び
電
子
申
告
が
簡

単
な
操
作
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「e-T

ax

」
を
利
用
し
て
所
得

税
の
申
告
を
す
る
と
・
・
・

◎
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
平
成
１９
年
分
ま
た

は
２０
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
）

◎
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
の
提

出
又
は
提
示
を
省
略
で
き
ま
す
。
（
３
年

間
は
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）

◎e-T
ax

で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告
は
早
期

処
理
し
て
い
ま
す
。

e-T
ax

の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

①
開
始
届
出
書
の
提
出

②
電
子
証
明
書
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
取
得

③
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入

な
ど
の
事
前
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
基
カ
ー
ド
、
電
子
証
明
書
は
発

行
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
余

裕
を
も
っ
て
取
得
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
次
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■e-T
ax

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
に
つ
い
て

大
垣
税
務
署
℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
４
１
０
１

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http

://w
w
w
.

e-tax.nta.go.jp/

■
住
基
カ
ー
ド
、
電
子
証
明
書
の
取
得
方
法

に
つ
い
て

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

食食
品品
表表
示示
基基
礎礎
講講
座座
のの
ごご
案案
内内

食
品
の
表
示
は
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

食
品
を
選
択
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
重
要
な

情
報
源
で
す
。

こ
の
た
び
、
複
雑
な
食
品
表
示
を
で
き
る

か
ぎ
り
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
「
食
品
表

示
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た
基
礎
講
座

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
主
催

岐
阜
県

■
日
時

１２
月
２１
日
�

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

■
場
所

西
濃
総
合
庁
舎
４
階
（
大
垣
市
江

崎
町
４
２
２
‐
３
）

■
定
員

５０
名

■
対
象
者

県
内
に
在
住
さ
れ
る
消
費
者
の
方

■
参
加
費
用

無
料

■
内
容

・
分
か
り
や
す
い
写
真
入
り
の
「
食
品
表
示

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
用
い
、
食
品
表
示
の

見
方
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

・
質
問
時
間
を
設
け
、
食
品
表
示
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

・
講
座
参
加
者
に
は
、
食
品
表
示
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
進
呈
し
ま
す
の
で
、
お
買
い
物

の
際
、
買
い
物
か
ご
等
に
入
れ
て
ご
活
用

願
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
、E

-m
ail

ま
た
は
郵

送
に
て
「
食
品
表
示
基
礎
講
座
参
加
希

望
」
と
明
記
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
下
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】西
濃
保
健
所
生
活
衛
生
課

〒
５
０
３
‐
０
８
３
８

大
垣
市
江
崎
町
４
２
２
‐
３

℡
０
５
８
４
‐
７
３
‐
１
１
１
１（
内
線
２
６
８
）

FAX
０
５
８
４
‐
７
４
‐
９
３
３
４

E
-m
ail
m
izutani-kenji@

pref.gifu.lg.jp

担
当
者

水
谷

健
士
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講講
演演
のの
講講
師師
をを
派派
遣遣
いい
たた
しし
まま
すす

岐
阜
財
務
事
務
所
で
は
管
内
の
各
地
域
に

お
い
て
財
政
、
経
済
、
金
融
、
国
有
財
産
な

ど
の
講
演
の
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

■
講
演
テ
ー
マ
例

・
財
政
・
経
済
関
係

日
本
の
財
政
と
現
状
と
課
題

東
海
地
域
の
経
済
情
勢

・
金
融
関
係

金
融
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

預
金
保
険
制
度
（
ペ
イ
オ
フ
）
に
つ
い
て

貸
金
業
を
巡
る
最
近
の
動
き
に
つ
い
て

・
国
有
財
産
関
係

ご
存
知
で
す
か
？
国
有
財
産

老
人
会
、
消
費
者
団
体
、
地
域
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
会
合
、
研
修
会
の
ほ
か
、
大
学
や

高
校
の
授
業
な
ど
・
・
・

１０
名
前
後
か
ら
１
０
０
名
を
超
え
る
も
の

ま
で
大
小
様
々
な
講
演
を
行
い
ま
す
。

金
融
、
経
済
、
財
政
な
ど
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
い
、
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
岐
阜
財
務
事
務

所
総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

講
師
代
は
無
料
で
す
。
資
料
等
は
こ
ち
ら

で
ご
用
意
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
財
務
省
東
海
財
務
局

岐
阜
財
務
事
務
所
総
務
課

〒
５
０
０
‐
８
７
１
６

岐
阜
市
金
竜
町

５
‐
１
３
（
岐
阜
合
同
庁
舎
５
階
）

℡
０
５
８
‐
２
４
７
‐
４
１
１
１

揖
斐
川
町
役
場
へ

１０
月
１５
日
�
、

西
濃
建
設
株
式
会そう

社
代
表
取
締
役
宗

み
や
ま
さ
か
ず

宮
正
和
さ
ん
よ
り

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
２０
回
記
念
の
特

別
協
賛
金
を
含
め

４
５
０
万
円
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

１０
月
１６
日
�
、

く
ぼ
た
と
う
か

書
道
家
窪
田
稲
華

（
愛
子
）
さ
ん
よ

り
、
２
０
０
４
年

に
亡
く
な
ら
れ
た

く
ぼ
た
か
ど
う

書
道
家
窪
田
華
堂

さ
ん
の
遺
作
（
額

三
点
と
掛
け
軸
二

点
、
計
五
点
）を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

１０
月
３０
日
�
、

セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
い
び
が
わ
よ
り

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
２０
回
記
念
の
特

別
協
賛
金
を
含
め

１
５
０
万
円
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林

良
夫
さ
ん

北
方

じ
ゃ
が
い
も

小
堂

志
き
ゑ
さ
ん

上
南
方

タ
オ
ル

み
か
ん

松
原
さ
ん

大
野
町
小
衣
斐

じ
ゃ
が
い
も

あ
た
た
か
い
善
意

「「初初雪雪時時 ススリリッッププ事事故故はは 通通常常のの約約２２倍倍」」

近年、冬タイヤ非装着者によるスリップ

事故が多発しています。事故は自他ともに

傷つくだけでなく、深刻な交通渋滞を引き

起こす原因となります。

「冬タイヤ・滑り止め装置」の早期装着

は、安全で円滑な交通を確保するための運

転者ひとり一人の大切な交通マナーです。

揖斐警察署・岐阜県揖斐土木事務所・揖斐川町

平成１９年度 陸上自衛隊生徒募集案内
待遇：その他

修業年数：４年
修業時：３等陸曹
初任給：１５０，２００円
期末・勤勉手当年２回
試験予定会場：航空自衛隊岐阜基地（各務原市）

平成１９年度 自衛官２等陸・海・空士募集案内
試験予定会場

航空自衛隊岐阜基地（各務原市）

【お問い合せ先】自衛隊岐阜地方協力本部 大垣地域事務所 ℡０５８４－７３－１１５０

試験期日
１９年１１月２５日�
１９年１２月１６日�
２０年１月２７日�

受付・試験期日
受付：１９年１１月１日～２０年

１月８日
１次：２０年１月１２日�
２次：２０年１月２５日�～２０

年１月２８日�の間の
指定する１日

資 格

１８歳以上２７歳未満の男子（学歴不問）

資 格

中卒（見込
含む）１７歳
未満の男子

募集予定人員

約２５０名

受付予定期間
１９年１０月２日～１９年１１月２４日
１９年１１月２６日～１９年１２月１５日
１９年１２月１７日～２０年１月２６日

制度概要
中学校卒業者を対象に採用し、
優れた若い人たちを自衛隊の専
門技術者として養成するため、
自衛官と給与等を支給されなが
ら高等学校教育を受けられる制
度です。

募集種目
１回目
２回目
３回目

IBIGAWA 2007 December21



Information Room

�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

IBIGAWA

SPA

☆平成２０年１月３日（木）は臨時営業します。☆
１２月２２日（土）は「ゆず風呂」登場�
どの浴槽が「ゆず風呂」になるのかは、来館してからのお楽しみです。

「ゆず湯まめ知識」
「冬至」は、１年中で昼が一番短く、夜が一番長い日であり、この冬至に「ゆず湯」に入る習慣があります。
☆なぜ「ゆず湯」なの？☆
「ゆず湯」は、厳しい寒さの中でも健康に暮らせるようにと浴槽に「柚子」を浮かべて入るお風呂のことですが、「風邪を
防ぎ、皮膚を強くする」という効果があります。
「冬至」は湯につかって病を治す「湯治（とうじ）」にかけられており、「柚子」は「融通が利くように」と願いが込められ
ています。江戸時代に庶民の間から生まれたのがはじまりと言われています。

冬季（１月・２月）の営業時間について
１月・２月は営業時間が下記のとおりとなりますのでお知らせします。

☆営業時間：１０：００～２０：００（最終受付は１９：３０）☆

臨時休館のお知らせ
平成２０年２月４日�～７日�の４日間は、温泉施設点検のため臨時休館します。
利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご了承のほどよろしくお願いします。

☆プチギャラリー「連鶴作品展・折鶴教室」☆
１０月１日～１１月１４日の間、いび川温泉プチギャラリーにて「連鶴作品
展」が開催されました。連鶴は、１枚の紙で二羽以上の鶴を連なって折
る技法で、作品の提供者である今村傳男さん（上南方）は２０年前から連
鶴づくりに取り組まれており、２ミリの用紙を使った鶴や３００羽以上の
連鶴作品など来場者の目を引くものばかりで大変好評でした。
１０月２４日には、今村さんが講師となって入場者を対象にした「連鶴講
習会」が開催され、多くの方が作品づくりを楽しみました。

【いび川温泉藤橋の湯 １２月・１月の休館日】
１２月６日�・１３日�・２０日�・２７日�・３１日�
１月１日�・１０日�・１７日�・２４日�・３１日�

【お問い合せ先】
いび川温泉藤橋の湯 ℡５２‐１１２６

いびがわ 特産品シリーズ カスガマメ（マメ科）春日豆
野菜豆としてのカスガマメは若莢豆として有名である。かなり熟しても莢がそのまま煮て食
べられるところに特徴が有るようだ、春日豆の歴史を尋ねて見るのも興味があり、前の樋口村
長さんや小寺一郎さんなどの方から聞くところでは、八月豆と言っているとのこと。これは７
月に種を蒔き８月には採れるので名前が付いていたという、戦後いち早く旧春日村では朝市が
開催されてきた、そこへこの豆が出品された、名前はツルマメであったようだが、春日豆に変
更されて名前が誕生し現在まで続き、春日豆が固定したようだ。岐阜県の推薦する農産物の中
に桑の木豆があるが、桑の木によじ登らせて栽培するところから名付けられた。完熟しても乾
燥しておき、煮て食べられるとのことである。春日豆よりは小型で莢の表面には赤い縞模様が
ある。春日豆も昔は茶の木に這わせて作ったとのこと、今もお茶畑に這わせて栽培している場
所もあるが、いっそ茶の木豆と名付けても好きそうだ。日本で栽培されている豆の仲間である
ササゲ類、インゲンマメ類とフジマメ類のいずれに属するかは今後の研究課題である。遅く蒔
き、盛夏の終わりに採取でき、しかも莢毎食することができる。また卵豆と呼ばれるものは莢
に赤い縞模様があり完熟後種子（豆）を食するタイプである。春日豆はビタミン類、タンパク
質が豊富に含まれ優良な野菜であり、ますますの普及が期待できる。

（岐阜薬科大学名誉教授 水野瑞夫）

いい湯便り
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平成1９年１０月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて
「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成１９年１１月１日現在〉

納期限のお知らせ
１１月３０日� 国民健康保険税（７期）

介護保険料（７期）

１２月２５日� 固定資産税（３期）

国民健康保険税（８期）

介護保険料（８期）

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで
に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

今月の主な行事

（１１月２５日～１月５日までに行われる主な行事）

１１月２５日�
青少年育成町民大会

１２月２日�
揖斐郡駅伝大会

１２月５日�
叙勲祝賀会

１２月６日�
ことぶきまつり

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

大橋 加奈 （瑞穂市）
細野 美奈 （上ミ野）
福田 真弓 （本巣市）
國井 真紀 （本巣市）
細野 享子 （岐阜市）
堀部 里菜 （本巣市）
平田 彩 （東横山）

夫
宗宮 哲久 （上町）
小川 徹也 （池田町）
久保田智也 （昭和町）
桑島 総 （谷汲名礼）
河村 彰彦 （谷汲徳積）
森 幹仁 （谷汲長瀬）
内藤 康明 （春日六合）

出生 ～お誕生おめでとう～
お母さんお父さん赤ちゃん地 区

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢氏 名地 区

世帯数（対前月比）
８，０８８（ －１）
５，５３９（ ＋３）
１，０９５（ －３）
５７０（ －３）
４５６（ ±０）
１７０（ ±０）
２５８（ ＋２）

女
１３，３０４
９，４９０
１，８８３
７７８
６９１
１６３
２９９

男
１２，２６５
８，８４３
１，７２７
６９４
６００
１６１
２４０

人口（対前月比）
２５，５６９（－２２）
１８，３３３（－２４）
３，６１０（＋４）
１，４７２（－２）
１，２９１（－３）
３２４（－２）
５３９（＋５）

合計
揖斐川地域
谷汲地域
春日地域
久瀬地域
藤橋地域
坂内地域

美里

美江

みちよ

育子

里早

由香

敦子

純子

奈々瀬

慶子

大介

竜博

尚志

龍司

円覚

和文

直人

伸弥

英明

英嗣

もりもと けん た

森本 絢太
の はら あき と

野原 皓斗
ほそ の もとふみ

細野 朔史
みやうち な つみ

宮内 菜摘
なが い ゆ づき

長井 優月
いぬい ゆうだい

乾 優大
かわむら ゆ か

河村 由佳
くにえだ さ ら

國枝 咲良
かんばら り こ

神原 凜心
の はら り さ

野原 梨紗

北 方 １ 区

新 栄 町

野 中

市 場

谷 汲 深 坂

谷 汲 名 礼

谷 汲 徳 積

谷 汲 長 瀬

谷汲木曽屋

春 日 六 合

７０
５２
９１
８３
８６
９２
７９
８２
７０
７２
７３
８１
６０
６８
８２
８６
７７
７８

牧村 治彦
松浦 希叔
成� 岩雄
岩田 義雄
�田 義夫
窪田 勘一
坪井 明
細野 光子
梅村 恒允
松浦 邦子
渡邊 桂子
山岸 有一
山岸 まち子
小寺 兼
新川 ���
鈴木 秀男
小倉 恒義
高橋 弘美

北 方 ３ 区
南 方
下 新 町
下 新 町
栄 町
下 岡 島
北 瀬 古
野 中
市 場
二 ノ 宮
和 田
谷 汲 大 洞
谷 汲 名 礼
春 日 川 合
春 日 美 束
東 津 汲
日 坂
西 津 汲
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　揖斐川町有線テレビ放送（いびがわチャンネル）は、平成19年11月1日（木）
から通常放送を開始しました。 
　いびがわチャンネルの基本的な番組表は、右記のとおりです。1週間毎に放
送内容を変更します。更新日は、毎週土曜日（放送期間：土曜日から翌週金曜日）
です。 

◎トピックス…ニュース形式でイベントや行事について放送します。 
◎自主制作番組…イベントや地域行事などを放送します。 
◎文字放送…各種お知らせを文字形式で放送します。 

【お問い合せ先】 
揖斐川町役場政策広報課　TEL０５８５-２２-２１１１ 

（　　）は土・休日用 【養老鉄道・コミュニティバス利用コース】 

【樽見鉄道・コミュニティバス利用コース】 

【自動車・コミュニティバス利用コース】 

大垣駅 

8:27（24）

9：07（04） 

揖斐駅 

8:51（48）

9：31（28） 

揖斐駅 

9:00

9：40

本揖斐 

9:10

9：50

谷汲山 

9:27

10：07

大垣駅 

9:07

10：37

谷汲口駅 

9:48

11：18

谷汲口駅 

9:50

11：20

横　 蔵 

14:48

16：23

横　 蔵 

16:23

谷汲口駅 

15:13

16：46

谷汲口駅 

16:46

谷汲口駅 

15:20

16：48

谷汲口駅 

17:09

大垣駅 

16:02

17：32

樽見駅 

17:33

15:03

16：38

 

16:38

15:05

16：38

 

16:38

谷　　　汲　　　山 

乗換 

乗換 

谷　　　汲　　　山 

谷汲山 

9:58

11：28

横　蔵 

14:48

16：23

東海自然歩道 
お気をつけて 
お帰りください 

バス停付近に駐車 
谷汲山バス停から 

スタート 

谷汲山 

15:03

16：38

樽見駅 

10:28

谷汲口駅 

10:50

谷汲口駅 

11:20

谷汲山 

11:28

横　 蔵 

14:48

16：23

谷汲山 

15:03

16：38

揖斐駅 

15:30

17：05

揖斐駅 

16:15

17：14

大垣駅 

16:41

17：40

東海自 
然歩道 

自然と史跡をたずねて 

（熊谷直実の墓） 
「くまがい　なおざね」は、源平時代の一
の谷の合戦で平敦盛の首をはねたものの、
心を痛め僧になり諸国を行脚したあとこ
の地で没しました。 

番　　　組 
00　トピックス・自主制作番組・文字放送

00　トピックス・自主制作番組・文字放送

00　トピックス・自主制作番組・文字放送 

00　文字放送 

00　トピックス・自主制作番組・文字放送 

00　トピックス・自主制作番組・文字放送 

00　放送終了 

時間 
7
8
9
10
11
12
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

揖斐川町コミュニティバス（名阪近鉄バス） 養　老　鉄　道 

樽　見　鉄　道 揖斐川町コミュニティバス（名阪近鉄バス） 樽　見　鉄　道 

谷汲山駐車場 揖斐川町コミュニティバス（名阪近鉄バス） 谷汲山駐車場 

養　老　鉄　道 

所要時間 
約5時間 

東海自然歩道 

所要時間 
約5時間 

所
要
時
間

 

約
5
時
間

 

東海自然歩道（谷汲　10.5キロの旅） 東海自然歩道（谷汲　10.5キロの旅） 

養

老

鉄

道

 

大

垣

駅

 

養

老

鉄

道

 

揖

斐

駅

 

揖
斐
駅
バ
ス
停 

本
揖
斐
バ
ス
停 

谷
汲
山
バ
ス
停 

谷
汲
山
華
厳
寺 

妙

法

ヶ

滝

 

熊
谷
直
実
の
墓 

両
界
山
横
蔵
寺 

横
蔵
バ
ス
停 

（ 谷 汲 ・ 巡 礼 と 信 仰 の み ち ）  

谷

汲

口

駅

 

バ

ス

停

 

樽

見

鉄

道

 

谷

汲

口

駅

 

大
垣
駅 

樽
見
駅 

東海自然歩道 

【編集・発行】　揖斐川町役場　総務部政策広報課 
 　〒５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地 
 　Tel　０５８５-２２-２１１１　Fax　０５８５-２２-４４９６ 
 　URL http://www.town.ibigawa.gifu.jp/
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